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０．はじめに

２０２２年も残すところあと僅かとなり、年の瀬の慌ただしさが巷にもあふれています。コロ

ナ禍で数年間失われていた雑踏の賑わいも、少しずつ戻ってきているようです。しかし、ホッと

した雰囲気が流れたのも束の間、第八波の感染拡大が報道され、受験生を不安にさせています。

皆様、いかがお過ごしでしょうか。お元気でしょうか？次第に寒さも厳しくなり、インフルエ

ンザの流行も心配されておりますので、どうぞご自愛ください。

１．二学期末という時期は

二学期末のこの時期は、三学年とも共通してご注意をいただく点がございますのでよろしくお

願いいたします。まず、二学期末を迎えますと、定期テストの４／５が終了している段階になり

ます。高校は義務教育ではありませんので、成績も出席日数も法律に基づいて厳しく管理されて

います。進級するために必要な条件を確認しておく必要があります。これは三年生も同様です。

大学合格が目前の目標となっていることと思いますが、まず、卒業が優先です。ご家族でご確認

をお願いします。

また、受験に関しましては、各学年とも「志望理由書」が宿題として課されておりますので、将

来の進路を見据えて、進路についてご家族で話し合っていただくことが必要になります。入試制

度も募集学生数も年々変化し、少子化やグローバル化に合わせた「大学改革」が急ピッチで行わ

れている昨今は、少しパンフレットを眺めたくらいでは、よくわからない内容も多くなって来て

おります。熟読し、将来の生き方について、成績表を参考にしていただきながら、よく話し合っ

てください。ひと昔前の受験対策では歯が立たないくらい大きく変化しておりますので、驚きと

ともに大学案内をご覧いただきたいと思います。

更に、コロナ禍により外部試験が受けにくい環境となっておりますが、「外部英語検定」試験

の資格が必要な大学も増えております。また、武者修行として顔も知らない受験生の間に入って

初めての会場で受験する経験も、貴重な体験として本番に役立ちます。必要性をよくご検討の上、

それぞれの最善の策をお考えください。ご家族の話し合いと判断をよろしくお願いします。

２．三年生この時期

共通テストまであと５０日を切りました。気持ちが高ぶり、焦っている生徒も出てきているこ

とと思います。しかし、本校生はここからが正念場です。部活動加入率の高い本校生は、スター

トが他校生よりすこし遅めです。その分、成績の伸びも少し遅れてやってきます。夏休みや２学

期に入ってからの努力が実を結ぶまで約４ヶ月！！そろそろ成果が現れ始める時期です。しかし、

個人差も大きいので、各自の取り組み方や生活のリズムによって効果の現れ方が異なります。同

級生の成績に焦ったり、動揺したりせず、自分のペースで自信を持って臨んで欲しいと思います。

そして何よりも大切なのが、家族のご協力です。入試制度の改革が進み、大きく変化している

ため、これまでの世代の入試とはひと味もふた味も違う受験が増えてきています。お子さんの判

断だけでは難しい場面も多いと推測されます。

生徒諸君には、集会等の際に「わからないことをわかったようにせず、必ず確認してください」

進学
と伝えておりますので、ご家族の皆様も、ご遠慮なさらず、学校にお尋ねください。学校側も生

徒の皆さんの成功に向けて全力で支援して参りますので、よろしくお願い申し上げます。

追伸：手続き上のミスも増えております。ご留意ください。

３．二年生この時期

１１月に初めて５教科型模擬テストを受験しました。その結果が１２月上旬には出てくるかと

思います。二年生にとっては、「いよいよ受験生になる」という心構えが求められる試験でした。

中学校の延長線上にあった、「少し頑張れば何とかなる」という考え方が、本当に当てはまら

ない、厳しい世界だと初めて感じることでしょう。目先の努力では太刀打ちできない、本当に本

気モードで長く走らなければならない、長距離競走であることが認識できたはずです。「文武両

道」は、簡単ではありません。

これからは、毎日の学習時間も５教科分確保しながら、次の日の予習復習も行い、部活動も下

級生を引っ張っていくという、至難の業が求められる期間が長く続きます。悩むことも多くなる

でしょう。体力的にも苦しいときも来るでしょう。やるべき事柄の優先順位を決め、たまには息

抜きしながら、長く続けられるコツを掴んでいって欲しい時期です。

保護者の皆様も、お子様の様子をよくご覧いただき、無理していないか、健康状態は大丈夫か、

などにご注意いただきながら、将来の方向性について、お話しいただければと思います。３年次

のコース選択によって、受験できる範囲も変わってきますし、準備の仕方も変わってきます。納

得のいく進路選択のためにも、十分に時間を取って、お話し合いください。

４．一年生この時期

高校生活に慣れ、部活動や定期試験にも慣れてきた頃かと思います。いつ、どんな準備が必要

なのかがわかってきた所で、高校の勉強は「こんなものか」と油断している場合ではありません。

全国の高校生との競争は、もう始まっています。大学見学やオープンキャンパスは、冬季や春

季も行われています。大学のホームページを調べたり、同じ学部を持つ他の大学を調べたり、大

学に関する情報を幅広く収集する時期です。少ない知識で、知っている大学だけの情報を集める

のでは、選択の幅が広がりません。そして、大学の面接試験の時にも、しっかりとした答えが準

備できません。その大学に行くか行かないかではなく、大学を理解し、違いを確かめるためにも、多く

の大学の情報を集めましょう。

保護者の皆様のご協力も不可欠です。ネット環境には、様々なトラブルもつきものです。お子

様の安全な利用について、ご指導をお願いします。また、３年次の大学出願の際には、ネット出

願が一般的になってきており、ご家庭でのネット環境の準備とカラープリンタの準備が不可欠です。

１年次から早めにご準備くださいますよう、お願い申し上げます。

５．おわりに

学年部会のアンケートから、保護者の皆様の様々なご要望やご意見を読ませていただきました。

学校にできること、本校に合わせた指導、生徒の力を伸ばす指導など、本校生のためにお寄せい

ただいた貴重なご意見をもとに、十分に検討させていただきます。ありがとうございます。

多くの生徒にとって、最もよい効果の出る方向性を常に検討しながら、本校生の輝かしい未来

につながる指導を目指して参ります。一度しかない人生の青春時代を精一杯生きながら、目標と

する進路を実現していくためには、多くの努力、長い期間にわたる努力が必要です。コロナ禍に

よる行事の制限などもございますが、生徒を激励し、支援しながら、生徒諸君が少しでも夢の実

現に近づけるよう、職員一同で支えていきたいと思います。よろしくお願い申し上げます。




